
く振 り混ぜ た後 、乾 い た定量 分 析 用 ろ紙 ( 5 種 C ) で ろ過 した液 は 、無 色 で あ

る。

( 2 ) 本 品 を粉 末 の場 合 はそ の ま ま、粒 又 は繊 維 状 の場 合 は よ く粉 砕 し、そ の約

0 . 5 g を 試 験 管 に入 れ 、送 風 しなが ら直火 で加 熱 す る とき 、火 炎 を生 じな い

で燃 焼 し、発 生す るガ ス を水 酸 化 カル シ ウム試 液 中 に通 じる とき、白濁 を生

じる。

純度 試 験

( 1 ) 液 性

本 品 3 0 g に 水 6 0 m L を 加 え、 5 分 問煮 沸 し冷 後 、水 を加 え6 0 m L と し、 ろ

過 す る。 ろ液 は無 色 で 中性 で あ る。

( 2 ) 重 金属  5 0 p p m 以 下 ( 0 5 0 g 、 第 2 法 、鉛 標 準 液 2 . 5 m L )

( 3 ) ヒ  索  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

カル ボキシメチルセル ロースナ トリウム化綿

Flocculent Sodium Carbbxymethylcellulose

本 品 は 、植 物 性 繊 維 の繊 維構 造 の
一
部 をカル ボ キ シ メチ ル エ

ー テ ル のナ トリ

ウム塩 と した もの を綿 状 と した もの で あ る。

性   状

( 1 ) 木 品 は、 白色 で 、 にお い は な く異 物 を含 ま な い。

( 2 ) 本 品 は 、果 皮 、種 子 の破 片 又 はネ ップ を著 し く含 ま ない。

確認 試 験

本 品 は 、水 を加 え る とわず か に粘性 を帯 び る。

純 度試 験

(1)色  素

木 品 1 0 g に エ タ ノ
ー ル 1 0 0 m L を 加 えて冷 浸 し、圧 して 浸 液 5 0 m L を と

り、ネ ス ラー 管 に入 れ 、上方 か ら観 察 す る とき、液 の色 は 、黄 色 を 星す る

こ とが あ って も青 色 又 は緑 色 を里 しない。

( 2 ) 酸 及 び アル カ リ

本 品 1 0 g に 新 た に煮 沸 し、冷 却 した水 1 0 0 m L を 加 えて冷 浸す る。 そ の

浸 液 2 5 m L を と り、 これ に フ ェ ノ
ー ル フ タ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る とき 、

紅 色 を星 しな い。 ま た 、別 に 同液 2 5 m L を と り、 これ に メチル オ レン ジ試

液 1 滴 を加 え る とき、赤色 を呈 しな い。

( 3 ) け い 光

本 品 に暗 所 で紫 外線 ( 主波長 t 3 6 5 n m ) を 照射 す る とき、著 しい けい光 又

は汚 染 を疑 わせ るけい 光 を認 めない。
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( 4 ) 沈 降速度

本品 5 . O g をと り、径 0 , 4 1 1 1 1 1 の銅線 ( 2 6 番線 ) を 用いて作 った径 5 0 1 1 1 1 1 1 、

深 さ 8 0 1 1 1 1 1 1 、線 と線 の距離 2 0 1 1 1 1 1 1 及び重 さ約 3 g の 円筒型 の試験 か ごの 中に

入れ 、深 さ約 2 0 0 1 1 1 1 1 1 の常温の水 の中に水面上約 1 0 1 1 1 1 1 1 の高 さか らか ごを横

に して静 かに落 とす とき、か ごは、 8 秒 以内に水面下に沈む。

灰   分  5 , 6 % 以 下 ( 5 , O g )

吸 収 紙

Absorbent Paper

本 品は、化学パル プ を抄紙 した ものである。

性   状

( 1 ) 本 品 は、 白色で、においはな く異物 を含 まない。

( 2 ) 本 品は、未解離繊維 を著 しく含 まない。

純度試験

( 1 ) リ グエ ン

本 品に、フロログル シン 0 , l g に塩酸 1 5 m L 及 び水 を加 えて溶 か し 2 0 m L

と した液 を滴 下す る とき、著 しい桃色又 は赤色 を呈 しない。

(2)色  素

本 品 1 0 g に エ タノール 1 0 0 m L を加 えて冷浸 し、圧 して浸液 5 0 m L を と

り、ネスラー管 に入れ 、上方か ら観察す る とき、液 の色 は、黄色 を呈す る

ことが あつて も青色又は緑色を呈 しない。

( 3 ) 酸 及 びアル カ リ

本 品 1 0 g に 、新 たに煮沸 し、冷却 した水 1 0 0 m L を加 え冷浸す る。 その

浸液 2 5 m L を と り、 これ にフェノール フタ レイ ン試液 3 滴 を加 える とき、

紅色 を呈 しない。 また、別に同液 2 5 m L を と り、これ にメテルオ レンジ試

液 1 滴 を加 える とき、赤色 を星 しない。

( 4 ) け い光

本 品 に晴 所 で紫 外線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照射 す る とき、著 しい けい 光 又

は汚 染 を疑 わせ るけい 光 を認 め ない。

( 5 ) 沈 降 速 度

本 品 5 0 g を と り、径 0 4 田m の銅線 ( 2 6 番線 ) を用いて作 った径 5 0  m m 、深

さ 8 0  m m 、線 と線 との距離 2 0  m m 及び重 さ約 3 g の 円筒型 の試験 か ごの中に

入れ 、深 さ約 2 0 0  m m の常温の水の中に水面上約 1 0  m m の高 さか らか ごを枚

に して静かに落 とす とき、か ごは、 8 秒 以内に水面下に沈む。

灰   分  0 , 6 5 % 以 下 ( 5 . O g )
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高密度 ポ リエチ レン

H i g h‐de n s i t y  P o l y e t h y l e n e ( H D P E )

本 品 は 、エ チ レンを重合 して得 られ る直鎖 状 の高密 度 ポ リエ テ レンの樹 脂 で あ

る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どない。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき 、波 数

29 6 0 c m  l、2 8 7 0 c l l 1  1、1 4 6 0 c m  l、7 3 0 c m  l及び 7 2 0 c m  l付近 に吸収 が認 め られ る。

比    重   0,85-1.00

融   点  115～ 140℃

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき、液 は無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p  m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 . O g 、第 1 法 )

脂環族飽 和炭化水 素樹脂

C y c l o a l i p h a t i c  S a t u r a t e d  H y d r O c a r b o n  R e s i n

木 品 は 、主 と して C9系 石 油樹 脂 に水 素 添加 した もの で 、平均 分 子 量 は 55 0～ 9 0 0

で あ る。

性   状

木 品 は 、ほ とん ど無 色透 明 なガ ラス状 の塊 で 、にお い は ない か 、また は わず か

に特 異 な にお いが あ る。

比    重   0 , 9 8′Vヽ l , 0 3

確 認 試 験

本 品約 1 . O g をク ロ ロホル ム 5 m L に 溶 か し、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜

法 に よ り測 定す る とき、波数 2 9 3 0 c m  l 、1  4  5  0  c l l l ‐1 、1 3 8 0 c m  l 及び 7  6 0 c m ‐1 付近 に吸

収 が認 め られ る。
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重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾燥減量  1 . 0 % 以 下( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 2 時 間)

強熱残分  0 . 0 1 % 以 下( 5 0 g 、 8 0 0 ℃、 3 時 間)

シク ロハ フフィン

C y c l o p a r a f f i n

本 品 は 、石 油 か ら得 た液 状 の炭 化 水 素類 の混 合 物 で あ る。

性   状

本 品 は 、け い光 を発 しな い微 淡 黄 色 の透 明 な油液 で 、わず か に特 異 な にお い が

あ る。

比   重  d  i 5 : 0 8 9 ～ 0 . 9 1

純 度 試 験

(1)液  性

本 品 1 0 m L に 熱 湯 1 0 m L 及 び フ ェ ノール フ タ レイ ン試 液 1 滴 を加 えて激 し

く振 り混ぜ る とき、赤 色 を呈 しない。 ま た別 に 同 1 0 m L を と り、 これ に メチ

ル オ レン ジ試 液 1 滴 を加 え る とき赤 色 を呈 しな い。

( 2 ) イ オ ウ化 合 物

本 品 4 . O m L を と り、無 水 エ タ ノー ル 2 m L を 加 え、水 酸 化 ナ トリウム溶 液

( 1 → 5 ) に 一酸化 鉛 を飽 和 した透 明 な液 2 滴 を加 え、 しば しば振 り混ぜ な が

ら7 0 ℃で 1 0 分間加 熱 放 冷 す る とき、液 は 、暗 t t B 色を里 しない。

( 3 ) 多 核 芳 香 族 炭化 水 素

本 品 2 5 m L を メ ス シ リン ダー に と り、 1 0 0 m L の 分液 ロー トに移 し、 メ ス シ

リン ダー を吸 収 スペ ク トル 用 n ― ヘ キサ ン2 5 m L を 用 い て洗 い 、洗 液 を分 液

ロー トに合 わせ 、よ く振 り混 ぜ る。これ に吸収 スペ ク トル 用 ジ メチル スル ホ

キ シ ド5 , O m L を加 え、 2 分 間激 しく振 り混ぜ た後 、1 5 分間放 置 す る。下 層 を

5 0 m L の 分 液 ロー トに移 し、吸 収 スペ ク トル 用 n 一 ヘ キサ ン2 m L を 加 え、2 分

間激 しく振 り混ぜ た後 、 2 分 闘 静 置 す る。 下層 を 1 0 m L の 栓 付 遠 心 沈澱 管 に

移 し、毎 分 2 5 0 0 ～3 0 0 0 回転 で約 1 0 分間遠 心 分離 して得 た透 明 な液 を試 験 溶

液 とす る。

別 に吸 収 スペ ク トル 用 n ― ヘ キサ ン2 5 m L を 5 0 m L の 分液 ロー トに と り、吸

収 スペ ク トル 用 ジ メチル スル ホ キ シ ド5 , O m L を加 え、2 分 間激 しく振 り混 ぜ

た後 、 2 分 間放 置 す る。 下層 を 1 0 m L の 栓 付遠 心 沈 澱 管 に移 し、毎 分 2 5 0 0 ～

3 0 0 0 回転 で約 1 0 分間遠 心 分 離 して得 た透 明 な液 を試 料 溶 液 の対 照 と し、 吸

光度 測 定 法 に よ り直 ち に試 験 を行 うとき、波長 2 6 0 ～3 5 0 n m に お け る試 料 溶

液 の吸 光 度 は 1 0 以 下 で あ る。
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( 4 ) 硫 酸 呈色物

本品 5  m L をネスラー管 に とり、9 4 . 5 ～9 5 . 5 % 硫酸 5 m L を 加 え、4 0 ℃の水

浴上で しば しば振 り混ぜ なが ら1 0 分間加温す る とき、ナ フテ ン油層 は変色 し

ない。 また、硫酸層 の色は、次の比較液 の色 よ り濃 くない。

比較液 : 塩 化第二鉄 の色の比較原液 3 . O m L に塩化第
一 コバル トの比較原液

1 , 5 m L 及び硫酸銅 の色の比較原液0 . 5 m L を加 えて振 り混ぜ る。

( 5 ) 重 金属  1 0 p p m 以 下( 2 . O g 、第 3 法 、鉛標準液 2 . O m L )

( 6 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第2 法 )

ジベ ンゾチアジルジスル フィ ド

Dibenzothiazyl Disulfide

本 品 は 、 2 -メ プ カ プ トベ ン ブチ ア ゾ
ール の アル カ リ塩 の水溶 液 に臭 素 等 の

酸 化剤 を作 用 して得 られ る ジ(ベン ゾチ ア ブ リル
ー 2)ジ スル フ ィ ド(C 1 4 H 8 N 2 S 4

3 3 2 4 8 )で あ る。

性   状

本 品 は 、 白色 ～淡 黄 色 の粉 末 で 、水及 び エ タ ノ
ー ル に不溶 で 、 ト ル エ ン及 び

ク ロ ロホル ム に溶 け る。

確 認試 験

木 品 0. l gを メ ス フ ラス コに と り、ク ロ ロホル ム を加 えて溶 か し 10 0血Lと す

る。この液 5μ Lを と り、液 体 ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー に よ り測 定す る とき、約 22 . 6

分 の保 持 時 間 で ピー クを示 す。

操 作 条件

検 出器 :紫 外 吸 光 光 度 計 (測定波長 : 2 5 4 n m )

カ ラム :内 径 4 . 6  1 1 u l l、長 さ 2 5  c mのステ ン レス管 にオ ク タデ シル シ リル 化 シ

リカ ゲル を充填 す る。

流 速 :0 . 8 m L / m i n

融   点  165～ 175℃

純度試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) と  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 5 % 以 下 ( 第 1 法 )

脂肪族炭化水素樹脂

Aliphatic HydrOcarbon Resin
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本 品 は , 主と して C 5 系 石 油炭化 水 素 樹脂 で 、平均 分 子 量 は 5 0 0 ～2 0 0 0 で あ る。

性   状

( 1 ) 本 品 は 、 自色 ～淡黄 褐 色 の砕 きや す い 団 体 で 、 にお い は な い か 、 また は

わず か に特 異 な にお い が あ る。

( 2 ) 本 品 は 、 ト ル エ ンに溶 けや す く、水 及 び エ タ ノ
ー ル に は ほ とん ど溶 け な

い 。

比     重   1,03-1 06

確 認 試 験

本 品 を粉砕 し臭化 カ リウム粉 末 と混合 し板 状 に 固化 後 、赤 外 吸 収 スペ ク トル

測 定 法 の 臭化 カ リウム錠剤 法 に よ り損1 定す る とき、波 数 2 9 7 0 ～2 9 5 0  c m  l 、1 3 0 0

c m  l 付近 に吸収 を認 め る。

重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  1 0 % 以 下 ( 2 0 g 、 1 0 5 ℃、 2 時 間 )

強 熱 残 分  0 . 0 1 % 以 下 ( 1 . O g 、4 5 0 ～5 5 0 ℃)

脂 肪 族 芳 香 族 共 重合 体樹 脂

( 芳香族変性脂肪酸炭化水素樹脂)

A l i p h a t i c  a n d  A r o m a t i c  C o p o l y m e r  R e s i n

( A r o m a t i c  a n d  D e n a t u r e d  A l i p h a t i c  H y d r o c a r b o n  R e s i n )

本 品 は 、 主 と して C5系 樹 脂 と芳 香 族 系樹 脂 を共 重 合 した もの で 、 平 均 分 子

量 は 40 0～ 1 5 0 0で あ る。

性   状

( 1 )本 品 は 、淡 黄 色 の 回体 又 は粘 桐 な液 体 で 、 にお い は ほ とん どな い。

(2 )本 品 は 、水 及 び エ タ ノール に は ほ とん ど溶 け ない が 、 テ トラ ヒ ドロフ ラ

ン及 び エー テル に は溶 けやす い。

確 認 試 験

本 品 lgを トル エ ン 1 0 m Lに 溶 か した後 、具 化 カ リウム窓板 に塗 布 し トル エ

ン を揮発 させ 薄 膜 と し、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る と

き、波 数 29 7 0～ 2 9 5 0  c m  l、1 6 0 0  c m  l、1 4 6 0  c m  l、1 3 7 0  c l l l‐1及 び 7 0 0鋼 1付 近

に吸 収 を認 め る。

純度試験

( 1 ) 溶 状

本品 1 5 0 g をテ トラ ヒ ドロフラン 4 0 0 m L に溶 かす とき、液 は透 明で ある。

( 2 ) 重 金属  1 0 p p m 以 下( 第2 法 )
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乾燥減量   3 % 以 下( 5 , O g 、1 0 5 ℃、 4 時 間)

強熱残分  0 . 0 1 % 以 下( 3 0 g 、6 0 0 ℃)

脂肪族飽 和炭化水 素樹脂

A l i p h a t i c  S a t u r a t e d  H y d r o c a r b o n  R e s i n

本 品 は 、主 と して C 5 系 石 油樹 脂 に水 素添 加 した もの で 、平 均 分 子 量 は 3 0 0

～ 6 0 0 で あ る。

性   状

本 品 は 、 ほ とん ど無 色透 明 の粘 桐 な液 体 で 、 にお い は ない か 、 また は わず か

に特 異 な にお い が あ る。

比   重  d  i 5 0 , 9 。～ 0 . 9 5

確 認 試 験

本 品約 1 . O g を ク ロ ロホル ム 5  m L に 溶 か し、赤外 吸 収 スペ ク トル測 定 法 の薄

膜 法 に よ り測 定す る とき、波数 2 9 3 0  c m  l 、1 4 5 0  c m  l 、1 3 8 0  c m  l 及び 7 6 0  c m  l

付 近 に吸収 を認 め る。

重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  1 . 0 % 以 下 ( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 2 時 間)

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 0 g 、 8 0 0 ℃、 3 時 間)

水 素添加脂肪族芳香族 共重合 体樹脂

H y d r o g e n a t e d  A l i p h a t i c  a n d  A r O m a t i c  C o p o l y m e r  R e s i n

本 品 は 、 主 と して C 5 系 樹 脂 と芳 香 族 系樹脂 を共 重 合 し、水 素 添加 した もの

で 、平均 分 子 量 は 5 0 0 ～1 0 0 0 で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色透 明 のペ レ ッ ト状 も しくは フ レ
ー ク状 の 固体 で 、 にお い は な い

か 、 また は わず か に特 異 な にお い が あ る。

本 品 は 、 ト ル エ ン、 キ シ レン及 び エ チル エ
ー テル に溶 けや す く、水 及 び エ タ

ノー ル に ほ とん ど溶 けない。

確 認 試 験

本 品 l  m g 及び 乾燥 した赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定用 臭 化 カ リウム 1 0 0 ～2 0 0  m g

を完 全 に混合 した後 、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の臭 化 カ リウム錠剤 法 に よ り

測 定す る とき、波 数 3 6 5 0  c l l l ‐1 、2 9 3 0  c l l l  l 、2 8 5 0  c m ‐1 、2 7 9 0  c m ‐1 、2 6 7 0  c l l l ‐1 、
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2 6 0 0  c m  l、 1746  c r l、 1499  c m  l、 1375  c m‐1、 890 c l l l  l、 8 4 3  c l l l‐1、 757 c m‐12又てび

7 0 0  c m ‐1 付近 に吸収 を認 める。

重 金 属  1 0 p p m 以 下( 第2 法 )

乾燥減量  1 . 0 % 以 下 ( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 2 時 間)

強熱残分  0 , 0 2 0 / 0 以下 ( 5 . O g 、8 5 0 ℃、 3 0 分 )

水素添加 ジシクロペ ンタジエン系炭化水素樹脂

Hydrogenated Dicyc10pentadiene‐ grOup Hydrocarbon Resin

本 品 は 、 ジ シ ク ロペ ン タジエ ン を主成 分 とす る重 合 物 を水 素 添加 した 固 形 の

樹 脂 で 、平均 分 子 量 は 3 0 0 ～7 0 0 で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色 透 明 の砕 きや す い 固 体 で 、 にお い は ない。

本 品 は 、テ トラ ヒ ドロフ ラ ン及 び トル エ ンに溶 けやす く、水 及 び エ タ ノー ル

に ほ とん ど溶 け な い。

酸  価  0 . 1 以下 ( 第1 法)

本 品 2 g を 精 密 に量 り、トル エ ン ・イ ノプ ロ ピル アル コー ル 混 液 ( 2 : 1 ) 4 0 m L

を加 えて溶 か した もの につ い て試 験 を行 う。

比   重  1 0 5 ～ 1 0 8

確 認 試 験

本 品 を粉 砕 し、臭化 カ リウム粉 末 と混 合 し板 状 に固化 後 、赤 外 吸 収 スペ ク ト

ル 測 定法 の 臭 化 カ リウム錠剤 法 に よ り測 定す る とき、波 数 2 9 7 0 ～2 9 5 0  c m  l 、

1 4 6 3  c m  l 及び 1  3  7  3  c l l l ‐1 付近 に吸 収 を認 め る。

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 1 5 0 g を と り、テ トラ ヒ ドロフ ラ ン 4 0 0 m L に 溶 かす とき 、液 は透 明

で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾 燥 減 量  1 % 以 下 ( 5 _ O g 、1 0 5 ℃、 4 時 間)

強 熱 残 分  0 , 0 1 %以
~下
( 3 0 g、 6 0 0℃ )

スチ レン ・エチ レン 。ブチ レン ・スチ レンブ ロ ック共重合 体

S t y r e n e・E t h y l e n e―B u t y l e n e・S t y r e n e  B l o c k  C o p o l y m e r

本 品 は 、ポ リスチ レン ・ポ リブ タ ジエ ン ・ポ リスチ レンの ブ ロ ック よ りな る共
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重 合 体 を水 素添加 した ポ リスチ レン ・ポ リエ チ レンブチ レン
・ポ リス チ レンの ブ

ロ ック共 重合 体 で 、平均 分 子量 は 30 0 0 0～ 3 0 0 0 0 0で あ る。

性   状

本 品 は 、白色 ～淡 黄 色 の弾 力性 の あ るペ レ ッ ト状 、ク ラム状 も しくはパ ウダ
ー

状 の 固体 で 、 にお い は ない か 、 また はわず か に特 異 な にお い が あ る。

本 品 は 、テ トラ ヒ ドロフ ラ ン、エ
ー テル 及 び トル エ ンに溶 けや す く、水及 び エ

タ ノール に ほ とん ど溶 けな い。

確 認 試 験

本 品 lgを トル エ ン 1 0 m Lに 溶 か し、そ の 1滴 を臭化 カ リウム 窓板 に塗布 し溶

媒 を揮 散 させ 、薄膜 と し、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る と

き、波数 29 2 0 c l l 1  1、2 8 5 0 c m  l、1 6 0 1 o■1、1 3 8 0側
' 1、
7 6 0 c m  l及び 7 0 0 c m‐1付近 に吸

収 を認 め る。

粘   度

本 品 5 0 . O gを と り、 ト ル エ ン 1 5 0 gに 溶 か し、気 泡 を除 い て試 料 溶 液 と し、粘

度 を 2回 測 定 す る。 そ の時 、粘 度 の平均 値 は 10 0～ 1 0 0 0 0 m P a・ sで あ る。 (ブル ッ

ク フ ィー ル ド型 回転粘 度 計 、 3号 、 1 0～ 6 0回 転 、 2 5±1℃ 、 1分 )

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 1 0 g を トル エ ン 1 0 0 m L に 溶 かす とき、液 は無 色透 明 で あ る。

( 2 ) 溶 出物 試 験

本 品 5 . O g を と り、水 8 0 m L を 加 え、還 流 冷 却器 を付 けて 3 0 分問煮 沸 す る。

冷 後 、抽 出液 を ろ過 し、 ろ液 に水 を加 えて 正確 に 1 0 0 m L と す る。 この液 を

試 験 溶 液 と して次 の試 験 を行 う。

① p H  5 0 ～ 9 . 0

②塩化物

試験溶液 1 0 m L を とり試験 を行 う。比較液 には0 . 0 1 m o 1 / L 塩酸 1 , 2 m L を加

える( 0 , 0 8 5 % 以下) 。

③ 重金属 2 0 p p m 以 下 ( 試験溶液2 0 m L 、第 1 法 、鉛標準液 2  m L )

④過 マ ンガン酸 カ リウム還元性物質

試料溶液 2 5 m L を共栓三角 フラス コに と り、0 , 0 0 2 m o 1 / L 過マ ンガ ン酸 カ

リウム液 1 0 . O m L 及び希硫酸 5 m L を 加 え、 3 分 間煮沸す る。冷後 、 これ に

ヨウ化カ リウム0 , 1 0 g を加 えて密栓 し、振 り混ぜ て 1 0 分間放置 した後 、

0 . 0 1  m o 1 / L チオ硫酸ナ トリウム液 で滴定す る( 指示薬 : デ ンプ ン試液 5 滴 ) 。

別 に空試験液 2 5 m L を用い、同様 に操作す る とき、両液 の0 . 0 0 2 m o 1 / L 過マ

ンガ ン酸カ リウム液 の消費量の差は2 , O m L 以下である。

( 3 ) ス テ レン

本 品5 . O g を正確 に量 り、テ トラ ヒ ドロフラン5 0 m L に溶 かす。この液 にメ
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タノール を加 えて正確 に 1 0 0 m L とし、 1 0 分間激 しく振 り混ぜ た後、遠心分

離 し、上澄液 を試料溶液 とす る。別 にスチ レン0 . 1 0 g を正確 に量 り、メタ ノ

T ル を加 えて正確 に 1 0 0 m L とす る。 この液 5 m L を 正確 に量 り、 メタノール

を加 えて正確 に 1 0 0 m L とす る。 更にこの液 l  m L を正確 に量 り、テ トラ ヒ ド

ロフラン5 0 m L を加 えて混和 し、メタノール を加 えて正確 に 1 0 0 m L と し、標

準溶液 とす る。

試料溶液及び標 準溶液 1 0 0 μ L につ き、次の条件 で液体 クロマ トグラフ ィ
ー によ り試験 を行 う。それぞれ の液の各々の ピー ク面積 を 自動積分法 に よ り

測定す る とき、試料溶液 か ら得たスチ レンの ピー ク面積 は、標準溶液 のステ

レンの ピー ク面積 よ り大 き くない。

操作条件

検 出器 : 紫外吸光光度計 ( 測定波長 2 6 8 n m )

カ ラム : 内径約 4  1 1 H l l 、長 さ約 1 5  c m のステ ン レス管 に 1 0 μ m の 液 体 クロ

マ トグラフィー用 オ クタデ シル シ リル化 シ リカゲル を充填 す る。

カ ラム温度 : 2 5 ℃付近の一定温度

移動相 : 水 ・テ トラ ヒ ドロフラン混液( 1 : 1 )

流  量 : ス チ レンの保持時間が約 5 分 になるよ うに調整す る。

検 出感度 : 標 準溶液 1 0 0 μ L か ら得たスチ レンの ピー ク高 さが 5  1 1 1 j l l 以上

になるよ うに調整す る。

( 4 ) リ チ ウム

本品 1 . 0 8 をるつぼに と り、4 5 0 ～5 0 0 ℃で強熱 して灰化す る。冷後 、

0 . l m o 1 / L 塩酸試液 2 m L に 溶 か し、水 1 0 m L を加 えてガ ラスろ過器 ( 4 G ) でろ

過す る。 更にろ液 に水 を加 えて正確 に2 0 0 m L と し、試験溶液 とす る。

別 に原子吸光光度用 リチ ウム標準液 1 . O m L を正確 に量 り、水 を加 えて正確

に 1 0 0 m L とす る。 この液 1 0 m L を正確 に量 り、0 . l  m o 1 / L 塩酸試液 2  m L を加

え、更に水 を加 えて正確 に 1 0 0 m L とし、標準溶液 とす る。

試料溶液及び標 準溶液 につ き、次の条件 で原子吸光光度法 に よ り試験 を行

うとき、試料溶液 の吸光度 は標 準溶液の吸光度 よ り大 き くない。

使用ガス : 可然性 ガス ア セチ レン

支燃性 ガス 空 気

ランプ : リ チ ウム中空陰極 ランプ

波  長  : 670 8nm

乾燥減 量  1 . 0 % 以 下 ( 1 0 g 、 1 0 5 ℃、 4 時 間)

強熱残 分 2 . 0 % 以 下( 第1 法 )

スチ レン ・エテ レン ・プ ロピレン ・スチ レンブ ロ ック共重合 体

Styrene・Ethylene‐ Propylene・ Styrene Block Copolymer
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本品は、ポ リスチ レン ・ポ リイ ソプ レン ・ポ リステ レンのブ ロックまたはスチ

レン ・ポ リ(イツプ レン/ブタジエ ン)・ポ リスチ レンのブ ロック共重合体 よ りな る

共重合体を水素添加 したポ リスチ レン ・ポ リエチ レンプ ロピレン ・ポ リスチ レン

のブ ロック共重合体で、平均分子量は30 0 0 0～ 3 0 0 0 0 0で ある。

性   状

本 品は、白色～淡黄色 の弾力性 のあるペ レッ ト状 、クラム状 も しくはパ ウダー

状 の固体で、においはないか、またはわずかに特異なにおいがある。

本品は、テ トラ ヒ ドロフラン、エーテル及び トルエ ンに溶 けやす く、水及びエ

タノール にほ とん ど溶 けない。

確認試験

本品 lgを トルエ ン10 m Lに 溶 か し、その 1滴 を臭化 カ リウム窓板 に塗布 し溶

媒 を揮散 させ 、薄膜 とし、赤外吸収 スペ ク トル測定法の薄膜 法によ り測定す る と

き、波数29 2 0 c m  l、2 8 5 0 c n ' 1、1 6 0 1 c m  l、1 3 8 0 c m  l、7 6 0 c m‐1及び 70 0 c m  l付近 に吸

収 を認 める。

粘   度

本品50 , O gを と り、 ト ルエ ン15 0 gに 溶 か し、気泡 を除いて試料溶液 とし、粘

度 を 2回 測定す る。その時、粘度 の平均値 は 15 0～ 2 0 0 0 0 m P a・sであ る。(ブル ッ

クフィール ド型回転粘度計、 3号 、 10～6 0回転 、25± 1℃、 1分 )

純度試 験

( 1 ) 溶 状

本品 1 0 g を トルエ ン1 0 0 m L に 溶 かす とき、液 は無色透明である。

( 2 ) 溶 出物試験

本品5 . O g を と り、水8 0 m L を 加 え、還流冷却器 を付 けて3 0 分問煮沸す る。

冷後、抽 出液 をろ過 し、ろ液 に水 を加 えて正確 に 1 0 0 m L と す る。 この液 を

試験溶液 として次の試験 を行 う。

① p H  5 . 0 ～ 9 , 0

②塩化物

試験溶液 1 0 m L を とり試験 を行 う。比較液 には0 , 0 1 m o 1 / L 塩酸 1  2 m L を加

える( 0 . 0 8 5 % 以下)。

③ 重金属 2 0 p p m 以 下(試験溶液 2 0 m L 、 第 1法 、鉛標準液 2  m L )

④過マ ンガ ン酸カ リウム還元性物質

試料溶液 2 5 m L を 共栓 三角 フラス コに と り、0 . 0 0 2 m o 1 / L 過マ ンガ ン酸 カ

リウム液 1 0 . O m L 及び希硫酸 5 m L を 加 え、 3分 間煮沸す る。冷後 、 これ に

ヨウ化 カ リウム0 . 1 0 g を 加 えて密栓 し、振 り混ぜ て 1 0 分間放置 した後 、

0  0 1 m o 1 / L チオ硫酸ナ トリウム液 で滴定す る(指示薬 :デ ンプ ン試液 5滴 )。

別 に空試験液 2 5 m L を 用 い、同様 に操作す る とき、両液 の0 . 0 0 2 m o 1 / L 過マ

、9o4



ンガン酸カ リウム液 の消費量の差は2 . O m L以 下で ある。

( 3 )ス チ レン

本品5 . O gを 正確 に量 り、テ トラヒ ドロフラン5 0 m Lに 溶 かす 、この液 にメ

タノール を加 えて正確 に 1 0 0 m Lと し、 1 0分間激 しく振 り混ぜ た後 、遠 心分

離 し、上澄液 を試料溶液 とす る。別 にステ レン0 , 1 0 gを正確 に量 り、 メタノ

ール を加 えて正確 に 1 0 0 m Lと す る。 この液 5  m Lを 正確 に量 り、メタノ
ール

を加 えて正確 に 1 0 0 m Lと す る。更 に この液 l  m Lを 正確 に量 り、テ トラ ヒ ド

ロフラン5 0 m Lを 加 えて混和 し、メタノール を加 えて正確 に 1 0 0 m Lと し、標

準溶液 とす る。

試料溶液及び標 準溶液 1 0 0μ Lにつ き、次 の条件 で液体 ク ロマ トグラフィ

ーによ り試験 を行 う。それぞれ の液 の各々の ピー ク面積 を 自動積分法 に よ り

測定す る とき、試料溶液 か ら得 たスチ レンの ピー ク面積 は、標 準溶液 のスチ

レンの ピー ク面積 よ り大 き くない。

操作条件

検出器 :紫 外吸光光度計 (測定波長 2 6 8 n m )

カ ラム :内径約 4 m m、 長 さ約 1 5 c  mの ステ ン レス管 に 1 0μ mの 液体 ク

ロマ トグラフ ィー用 オ クタデ シル シ リル化 シ リカゲル を充喚す る。

カラム温度 : 2 5℃ 付近 の一定温度

移動相 :水 ・テ トラ ヒ ドロフラン混液 ( 1 : 1 )

流  量 :ス チ レンの保持時間が約 5分 になるよ うに調整す る。

検出感度 i標 準溶液 1 0 0μ Lか ら得たスチ レンの ピ
ー ク高 さが 5  1 1 u l以上

になるよ うに調整す る。

( 4 )リ チ ウム

本 品 1 , O gを るつ ぼ に と り、 4 5 0～ 5 0 0℃ で 強 熱 して灰 化 す る。 冷 後 、

0、l m o 1 / L塩酸試液 2 m Lに 溶 か し、水 1 0 m Lを 加 えてガラスろ過器 ( 4 G )で ろ

過す る。更 にろ液 に水 を加 えて正確 に2 0 0 m Lと し、試験溶液 とす る。

別に原子吸光光度用 リチ ウム標 準液 1 0 m Lを 正確 に量 り、水 を加 えて正確

に 1 0 0 m Lと す る。 この液 1 0 m Lを 正確 に量 り、0 . l m o 1 / L塩酸 試液 2  m Lを 加

え、更に水 を加 えて正確 に 1 0 0 m Lと し、標準溶液 とす る。

試料溶液及び標 準溶液 につ き、次 の条件 で原子吸光 光度法 に よ り試験 を行

うとき、試料溶液 の吸光度 は標 準溶液 の吸光度 よ り大 き くない。

使用 ガス :可 燃性 ガス ア セチ レン

支然性 ガス 空 気

ラ ン プ !リ チ ウム中空陰極 ランプ

波   長 : 6 7 0 . 8 n m

乾燥減量  1 . 0 %以 下 ( 1 , O g、 1 0 5℃、 4時 間)

強熱残分  2 . 0 %以 下(第 1法 )
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スチ レン ・ブ タジエ ン ・ステ レンブ ロ ック共重合体

S t y r e n e・B u t a d i e n e o S t y r e n e  B l o c k  C o p o l y m e r

本 品 は、ポ リスチ レン とポ リブ タ ジエ ンの ブ ロ ック よ りな る共 重 合 体 で 、平 均

分子 量 は 30 0 0 0～ 3 0 0 0 0 0で あ る。

性   状

木 品 は、白色 ～淡 黄 色 の弾 力性 の あ るペ レ ッ ト状 、ク ラム状 も しくはパ ウダ
ー

状 の 団体 で 、 にお い は ない か 、 また は わず か に特 異 な にお い が あ る。

本 品 は、テ トラ ヒ ドロフ ラ ン及 び トル エ ンに溶 けや す く、水 及 びエ タ ノ
ー ル に

ほ とん ど溶 け ない。

確認 試 験

本 品 lgを トル エ ン 1 0 m Lに 溶 か し、そ の 1滴 を臭 化 カ リウム窓板 に塗布 し溶

媒 を揮 散 させ 薄 膜 と し、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき 、

波数 29 2 0側 1、2 8 5 0 c m  l、1 6 0  1 c m‐1、1 3 8  0 c m1`、7 6 0 c m‐1及び 7 0 0 c m‐1付近 に吸 収 を

認 め る。

粘   度

本 品 5 0 . O gを と り、 ト ル エ ン 1 5 0 gに 溶 か し、試 料 溶 液 と し、粘 度 を 2回 測 定

す る。そ の時 、粘 度 の平均 値 は 20 0～ 2 0 0 0 0 m P a・ sで あ る。 (ブル ックフ ィ
ー ル ド

型 回 転 粘度 計 、 3号 、 1 0～ 6 0回 転 、 2 5±1℃ 、 1分 )

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 1 0 g を トル エ ン 1 0 0 m L に 溶 かす とき、液 は無 色透 明 で あ る。

( 2 ) 溶 出物 試 験

本 品 5 . O g を と り、水 8 0 m L を 加 え、還 流 冷 却器 を付 けて 3 0 分問煮 沸 す る。

冷 後 、抽 出液 を ろ過 し、 ろ液 に水 を加 えて正確 に 1 0 0 m L と す る。 この液 を

試 験溶 液 と して次 の試 験 を行 う。

① p H  5 . 0 ～ 9 . 0

②塩化物

試験溶液 1 0 m L を とり試験 を行 う。比較液 には0 . 0 1 m o 1 / L 塩酸 1  2 m L を加

える( 0 . 0 8 5 % 以下) 。

③ 重金属 2 0 p p m 以 下 ( 試験溶液 2 0 m L 、 第 1 法 、鉛標準液 2  m L )

④過マ ンガン酸カ リウム還元性物質

試料溶液 2 5 m L を 共栓 三角 フラス コに と り、0 . 0 0 2 m o 1 / L 過マ ンガン酸 カ

リウム液 1 0 , O m L 及び希硫酸 5 m L を 加 え、 3 分 間煮沸す る。冷後、 これ に

ヨウ化 カ リウム0 , 1 0 g を加 えて密栓 し、振 り混ぜ て 1 0 分間放置 した後 、

0 , 0 1 m o l ′L チ オ硫酸ナ トリウム液 で滴定す る( 指示菜 : デ ンプ ン試液 5 滴 ) 。
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別 に空試験液 2 5 m L を用 い、同様 に操作す るとき、両液 の0 , 0 0 2 m o 1 / L 過マ

ンガ ン酸カ リウム液 の消費量の差 は2 . O m L 以下である。

( 3 ) ス テ レン

本 品5 , O g を正確 に量 り、テ トラ ヒ ドロフラン5 0 m L に溶 かす 、この液 に メ

タノール を加 えて正確 に1 0 0 m L とし、 l o 分間激 しく振 り混ぜ た後 、遠 心分

離 し、上澄液 を試料溶液 とす る。別 にステ レン0 . 1 0 g を正確 に量 り、 メ タノ
ール を加 えて正確 に 1 0 0 m L とす る。 この液 5  m L を正確 に量 り、メ タノール

を加 えて正確 に 1 0 0 m L とす る。 更に この液 l  m L を正確 に量 り、テ トラ ヒ ド

ロフラン50 m Lを 加 えて混和 し、 メ タノール を加 えて正確 に 10 0 m Lと し、標

準溶液 とす る。

試料溶液及び標準溶液 1 0 0 μ L につ き、次の条件で液体 クロマ トグラフ ィ
ー に よ り試験 を行 う。それぞれ の液 の各 々の ピー ク面積 を 自動積分法 に よ り

測定す る とき、試料溶液か ら得 たスチ レンの ピー ク面積 は、標 準溶液 の スチ

レンの ピー ク面積 よ り大 きくない。

操作条件

検 出器 : 紫 外吸光光度計( 測定波長 2 6 8 n m )

カ ラム i 内 径約 4 m m 、 長 さ約 1 5 c m の ステ ン レス管 に 1 0 μ m の 液 体 ク

ロマ トグラフ ィー用オクタデ シル シ リル化 シ リカゲル を充填す る。

カ ラム温度 : 2 5 ℃付近の一定温度

移動相 : 水 ・テ トラヒ ドロフラン混液 ( 1 : 1 )

流  量 i ス チ レンの保持時間が約 5 分 になるよ うに調整す る。

検 出感度 : 標 準溶液 1 0 0 μ L か ら得たスチ レンの ピー ク高 さが 5 m m 以

上 にな るよ うに調整す る。

( 4 ) リ チ ウム

本 品 1 0 g を るつぼに とり、4 5 0 ～5 0 0 ℃で強熱 して灰化す る。 冷後 、

0  1 m o 1 / L 塩酸試液 2  m L に溶 か し、水 1 0 m L を加 えてガ ラスろ過器 ( 4 G ) で ろ

過す る。 更 にろ液 に水 を加 えて正確 に2 0 0 m L と し、試験溶液 とす る。

別 に原子吸光光度用 リチ ウム標 準液 1 . O m L を正確 に量 り、水 を加 えて正確

に 1 0 0 m L とす る。 この液 1 0 m L を正確 に量 り、0 , l  m o 1 / L 塩酸 試液 2  m L を加

え、更に水 を加 えて正確 に 1 0 0 m L と し、標準溶液 とす る。

試料溶液及び標準溶液 につ き、次の条件 で原子吸光光度法 に よ り試験 を行 う

とき、試料溶液の吸光度は標準溶液 の吸光度 よ り大き くない。

使用 ガス : 可燃性 ガス ア セチ レン

支燃性 ガス 空 気

ラ ン プ : リ チ ラム中空陰極 ランプ

波   長 :670.8nm

乾燥減量  1 , 0 % 以 下 ( 1 , O g 、1 0 5 ℃、 4 時 間)

強熱残分  2 . 0 % 以 下 ( 第1 法 )
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ステ レン ・メタク リル酸エ ステル 共重合 体液

S t y r e n e・M I e t h a c r y l a t e  C O p o l y m e r  S 0 1 u t i O n

本 品 は 、ステ レン ・メ タ ク リル 酸 エ ステル 共 合 体 をエ ピク リル ヒ ドリンで 4 級

化塩 と した水溶 液 で あ る。

性   状

本 品 は 、 白色 ～乳 白色 の液 体 で 、わず か に酢 駿 臭 が あ る。

確 認 試 験

本 品 を 1 0 5 ℃で約 2 時 間乾燥 後 、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測

定す る とき、波数 2 9 2 0 c m ‐1 、1  7 3 0 c l l l  l 、1 4 9 0 c m ‐1 、1 4 5 0 c l n  l 、1 3 8 0 c m  l 、7  6 0  c I I l ‐1

及 び 7 0 0 c m  l 付近 に吸収 を認 め る。

pH 4,0～ 6.0(1→ 10)

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) エ ピク ロル ヒ ドリン

本 品 5 0 g に 水 2 0 0 m L を 加 え、エー テ ル 3 0 m L ず つ で 5 回 抽 出す る。エ ー テ

ル抽 出液 を合 わせ 、水 3 0 m L で 洗 い 、無 水硫 酸 ナ トリウム 5 g を 加 えて脱 水

した後 、エ ー テル を留 去 す る。 残 留 物 に アセ トン 5  m L を加 えて溶 か し、 こ

れ を試 験 液 とす る。 別 に、エ ピク ロル ヒ ドリンのアセ トン溶 液 ( 1 →1 0 0 0 0 )

5  m L を と り、標 準溶 液 とす る。試 験 溶 液 及 び標 準溶 液 につ き、次 の操 作 条

件 で ガス ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー に よ り試 験 を行 うとき、試 験 溶 液 か ら得 られ る

エ ピク ロル ヒ ドリンの ピー ク面積 は 、標 準溶 液 の ピ
ー ク面積 よ り小 さい。

操 作 条件

検 出器 : 水 兼炎 イ オ ン化検 出器

分離 管 : 内 径 3 ～ 4 1 1 1 1 1 の管 にポ リエ チ レン グ リコ
ー ル 2 0 M を 1 7 7 ～2 5 0

μm の ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー 用 ケイ ソ ウ土 に 1 0 % の 割 合 で被 覆 さ

せ た もの を充填 す る。

分離 管 温 度 : 8 0 → 1 4 0 ℃

昇 温 速 度 : 1 0 ℃/ m i n

キ ャ リヤー ガス及 び流 量 : 窒 素 、エ ピク ロル ヒ ドリンの保 持 時 間 が 4 分

にな る よ うに流 量 を調整 す る。

試 料 注入 量 : 1 0 μ L
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脱 脂 綿

Absorbent COtton

本 品は、綿毛 を脱脂 した ものである。

性   状

( 1 ) 本 品は、 白色で、にお いはな く異物 を含 まない。

( 2 ) 本 品 は、果皮 、種子 の破 片又はネ ップを著 しく含 まない。

確認試験

本 品は、ア ンモニア銅試液 に溶 ける。

純度試験

(1)色  素

本 品 1 0 g に エ タノール 1 0 0 m L を加 え冷侵 し、圧 して浸液 5 0 m L を と り、ネ

スラー管 に入れ、上方か ら観察す る とき、液 の色は、黄色 を呈す るこ とはあ

つて も青色又 は緑色 を呈 しない。

( 2 ) 酸 及びアル カ リ

本 品 1 0 g に 、新 たに煮沸 し、冷却 した水 1 0 0 m L を加 え冷侵す る。 その浸

液2 5 m L を と り、 これ に フェノール フタ レイ ン試液 3 滴 を加 える とき、紅色

を呈 しない。 また、別 に同液 2 5 m L を と り、 これ にメチル オ レンジ試液 1 滴

を加 える とき、赤色 を里 しない。

( 3 ) け い 光

木 品 に暗所 で紫 外線 ( 主波長 : 3 6 5 n m ) を照 射 す る とき、著 しい けい 光 又 は

汚 染 を疑 わせ るけ い光 を認 めない。

( 4 ) 沈 降速 度

本 品 5 . O g を と り、径 0 . 4  m m の銅 線 ( 2 6 番線 ) を 用 い て作 っ た径 5 0 1 1 1 1 1 1 、深 さ

8 0  1 1 u l l 、線 と線 との 距離 2 0 1 1 1 1 1 1 及び重 さ約 3 g の 円筒 形 の試 験 か ごの 中 に入 れ 、

深 さ約 2  0  0  1 1 u l l の常 温 の水 の 中 に水 面 上約 1  0 r l l r l l の高 さか らか ご を横 に して静

かに落 とす とき、か ごは、 8 秒 以内に水面下に沈む。

灰   分  0 2 5 % 以 下 ( 5 . O g )

直鎖状低密度ポ リエチ レン

L i n e a r  L o w‐d e n s i t y  P o l y e t h y l e n e ( L L D P E )

本 品 は 、エ チ レンを重 合 して得 られ る短 鎖 分 岐 を もった 直鎖 状 の低密 度 ポ リエ

チ レン樹 脂 で あ る。

性   状
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本品は、半透明の粉末又 は粒状 で、においはほ とん どない。

確認試験

本 品につ き、赤外吸収 スペ ク トル演1 定法 の薄膜法 に よ り測 定す る とき、波数

2 9 6 0 c m  l 、2 8 7 0 c m ' 1 、1 4 6 0 c m  l 、7 3 0 c m ‐1 及び 7  2 0 c m ‐1 付近 に吸収 が認 め られ る。

比    重  0 8 5～ 0 , 9 4

融   点  90～ 130℃

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン 5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき、液 は無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  兼  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 . O g 、第 1 法 )

低密 度 ポ リエチ レン

L o w‐d e n s i t y  P o l y e t h y l e n e ( L D P E )

本 品 は 、エ テ レンを重 合 して得 られ る長鎖 分 岐 を もつた分 岐 低 密 度 ポ リエ チ

レン樹脂 で あ る。

性   状

本 品 は、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どない。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の薄膜 法 に よ り測 定 す る とき、波 数

29 6 0  c m - 1、 2 8 7 0  c l l l ~ 1、 1 4 6 0  c m ' 1、 1 3 8 4  c m ~ 1、 1 3 7 9  c m‐1、 1 3 6 6  c l■
~ 1、
 7 3 0  c m - 1

及 び 7 2 0  c m  l 付近 に吸 収 が認 め られ る。

比    重  0 . 8 5 - 0 , 9 4

融   点  90～ 120℃

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン 5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき 、液 は無 色 澄 明

で あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 , O g 、第 1 法 )
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天然 ゴム糸

Natural Rubber Thread

本 品 は 、天 然 ゴム を加 硫 化 した もの で あ る。

性   状

本 品 は 、 白色 の弾性 体 で 、 にお い は ほ とん どな く、異 物 を含 ま な い。

純 度試 験

(1)色  素

本 品 1 0 g を 新 た に煮 沸 して冷 却 した水 1 0 0 m L に 浸 し、 か き混ぜ 、 ろ過

し、そ の ろ液 5 0 m L を と り、ネ ス ラー 管 に入 れ 、上 方 よ り観 察す る とき、

ほ とん ど里色 しな い。

( 2 ) 酸 及 び ア ル カ リ

( 1 ) の試 験 の ろ液 1 0 m L を 内径 1  5  1 1 u l l の試 験 管 に と り、 これ に フェ ノール

フ タ レイ ン試 液 2 滴 を加 え る とき 、紅 色 を 塁 しな い。 また別 に 同液 1 0 m L

を と り、 これ に メチル オ レン ジ試 液 1 滴 を加 え る とき、赤 色 を呈 しな い。

( 3 ) け い光

本 品 に 暗所 で紫 外線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を 照射 す る とき 、著 しい け い光 又

は汚 染 を疑 わせ る けい光 を認 めな い。

弾性 試 験

本 品 を幅 1 . 5 ～5 , O  I l u l l に切 り、1  0 0  1 1 u l l 間隔 で 上 下 をつ か み 、7 5 g の 荷 重 をか け

る とき、 1 分 間以 内 に切 断 しない。

デンプン ・アクリル酸グラフト重合体部分ナ トリウム塩

Partial Sodium Salt of Starch・ Acrylic Acid Graft Polymer

本 品 は 、わ ず か に架 橋 され たデ ンプ ン ' ア ク リル 酸 重合 体 部 分 ナ トリウム塩

を主成 分 とす る吸 水性 樹 脂 で あ る。

性   状

( 1 ) 本 品 は 、 白色 の粉 末 で 、 にお い は ほ とん どな い。

( 2 ) 本 品 は 、水 に よ り吸収 膨潤 す るが 、 ほ とん ど溶 けな い。

( 3 ) 融 点 1 2 0 0 ℃以 上 ( 分解 )

確 認試 験

( 1 ) 本 品 1 _ O g を と り、水 1 0 0 1 1 1 L を加 えて か き混 ぜ た後 、1 0 分 間放 陛 す る と

き 、液 は ゲル 状 とな る。

( 2 ) ( 1 ) の ゲル 状 物 1 0 g に 塩 化 カル シ ウム試 液 l  m L を 加 え て振 り混ぜ る とき、
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白色 の沈澱 を生 じる。

( 3 ) ( 1 ) の グル状物 1 0 g に 硫 酸 マ グネ シ ウム試 液 l  m L を加 えて振 り混 ぜ る と

き、 白色 の沈澱 を生 じる。

( 4 ) ( 1 ) の グル状 物 1 0 g に 塩 化 コバル ト溶 液 ( 1 → 2 5 ) l  m L を加 え、更 に塩 化

ア ンモ ニ ウム試 液 2 ～ 3 滴 を加 えて振 り混ぜ る とき、淡 紅 色 の沈澱 を生 じ

る。 この沈澱 物 を と り、乾燥 す る とき紫 色 を呈す る。

( 5 ) ( 1 ) の ゲル状物 1 0 g を と り、ヨ ウ素試 液 3 滴 を加 え る とき、液 は暗 青紫 色

を呈す る。

純 度試 験

(1)色  素

本 品 にエ タ ノール を 1 0 倍 以 上加 えて冷浸 し、 1 0 分 間 か き混 ぜ た後 、 ろ

過 す る とき、 ろ液 は無 色透 明 で あ る。

( 2 ) 酸 及 び アル カ リ

本 品 1 . O g に新 た に煮 沸 し冷 却 した水 5 0 0 品L を 加 えて冷 浸 す る。この液

2 5 m L に フ ェ ノール フ タ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る とき、液 は赤 色 を星 しな

い。 また 、別 に 2 5 m L を と り、 メチル オ レンジ試 液 1 滴 を加 え る とき、液

は黄 色 で あ る。

( 3 )  ヤナい光

本 品 に暗 所 で紫 外線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照 射 す る とき 、著 しい けい 光 を

認 め ない。

( 4 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 5 ) ア ク リル 酸

第 1 法

本 品 5 . O g を と り、 メ タ ノール 1 0 m L を 正確 に加 えて 4 時 間振 り混 ぜ た

後 、放 置 し上澄 液 を試 料溶 液 とす る。

別 に 、 ア ク リル 酸 標 準 品 0 , 0 1 0 g を 量 り、 メ タ ノ
ー ル に溶 か し正 確 に

2 0 0 m L と し標 準溶 液 とす る。

試 料 溶 液 及 び標 準溶 液 5 μ L に つ き、 ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー に よ り試

験 を行 い 、試 料 溶 液 の ア ク リル 酸 の ピ
ー ク高 さ( H t ) 及び標 準溶 液 の ア ク リ

ル 駿 の ピー ク高 さ( H s ) を測   定 す る とき H t は H s よ り大 き くな い。

第 2 法

本 品 1 _ O g を と り、これ に生 理 食塩 水 2 5 0 m L を 加 え、 2 時 間攪 拌 後 ろ過

し試 験溶 液 とす る。

別 に 、 ア ク リル酸標 準 品 0 _ 2 0 g を と り、 生理 食塩 水 で正確 に 1 0 0 m L と

し、 そ の l  m L を と り生理 食 塩 水 で正確 に 2 5 0 m L と し、標 準溶 液 とす る。

試 料 溶液 及 び標 準溶 液 2 0 μ L に つ き、液 体 ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー に よ り試

験 を行 い 、試 料 溶液 の ア ク リル酸 の ピ
ー ク高 さ( H t ) 及び標 準溶 液 の ア ク リ

ル酸 の ピー ク高 さ( H s ) を測 定す る とき H t は H s よ り大 き くな い。
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乾燥減量 1 5 % 以 下( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 3 時 間)

強熱残分 7 6 % 以 下( 第1 法 )

吸 収 能

本品 1 . O g をナイ ロン製織物 ( 幅1 0 c m 、長 さ2  0 c m 及び 目開 き2 5 5 メッシュ) の

中に入れ、 1 0 0 0 m L の生理食塩水 に 1 時 間浸せ き後 、 1 0 分間放 置 し余剰水 を

取 り除き吸収能を測定す るとき、その吸収能は試料質量の 1 0 倍以上である。

と) アクリル酸は第 1 法又は第 2 法 のいずれかにより確認す る。

銅 ア ンモ ニア レー ヨン

Cuprammonium Rayon

本 品 は、セ ル ロー ス を銅 ア ンモ ニ ア 法 に よ り再 生 した セ ル ロー ス繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色 ～淡 黄 色 の繊 維 で 、 にお い は ない。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の 臭化 カ リウム錠剤 法 に よ り測 定す る

とき、 ヤ皮ぢ致3450ハ V325 0 clll l、 2900cm l、  16 50cm‐ 1、 1430-1 3 7 0 clll'1、 1060ハ V970

c m  l 及び 8 9 0 c m  l 付近 に吸 収 を認 め る。

比   重  1 . 4 9 ～ 1 . 5 1

融   点  260～ 300℃ (分解 )

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥減 量  8 0 % 以 下 ( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 3 時 間 )

強 熱 残 分  2 . 5 % 以 下( 第 2 法 )

ハ フ フ ィ ン

Pa r a f f i n

本品は、石油等の成分 を重合 して得た固形 の炭化水素類 の混合物 で ある。

性   状

本 品は、無色～ 白色 のやや透 明な結品性塊 で、わず かに特 異 なにお いが あ る。

融   点    70～ 110℃
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純度試験

( 1 ) 液 性

本 品 1 0 g を 加 熱 して融解 し、熱エタノール 1 0 m L を 加 え、振 り混ぜ て放置

す るとき、分離 したエ タノール層は、中性 である。

( 2 ) 硫 酸 呈色物

本 品 5 g を ネ スラー管 に と り、 1 1 0 ℃のオイルバ ス上 で加 温 して融解 し、

これ に9 4 . 5 ～9 5 _ 5 % 統酸 5  m L を加 える。 これ を1 1 0 ℃のオイルバ ス上で3 0

秒 間加温す る とき、分離す る硫酸層 の色は、次の比較液 の色 よ り濃 くない。

比較液 :塩化第二鉄の色の比較原液 3 . O m L に塩化第一 コバル トの色の比較原

液 1 _ 5 m L 及び硫酸銅 の色の比較原液 0 . 5 m L を加 えて振 り混ぜ る。

( 3 ) イ オ ウ化合物

本品4 . O g に 無水エ タノール 2  m L を加 え、水酸化ナ トリウム溶液 ( 1 → 5 )

に一酸化鉛 を飽和 した透明な液 2滴 を加 え、 しば しば振 り混ぜ なが ら1 1 0 ℃

で 1 0 分間加熱 した後、放冷す る とき、液 は、暗色 を塁 しない。

( 4 ) 重 金属  3 0 p p m 以 下 (第3 法 )

( 5 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 (第2 法 )

強熱残分  0 0 5 °/ 0 以下( 5 , O g 、第 1法 )

ハ フフィンオイル

P a r a f f i n  O i l

本 品 は 、石 油 か ら得 た液 状 の炭化 水 素類 の混 合物 で あ る。

性   状

本 品 は 、 けい光 を発 しな い無 色 の透 明 な油液 で 、 にお い は ない か 、 また は熱

時 わず か に石 油臭 が あ る。

比   重  d : : : 0 8 1 ～ 0 , 9 1

純 度試 験

( 1 ) 液 性

本 品 1 0 m L に エ タ ノー ル 1 0 m L を 加 えて煮 沸 す る とき、エ タ ノール 層 は 、

中性 で あ る。

( 2 ) イ オ ウ化 合 物

本 品 4 . O m L を と り、無 水 エ タ ノ
ール 2  m L を 加 え、水 酸化 ナ トリウム溶

液 ( 1 → 5 ) に
一 酸 化 鉛 を飽 和 した透 明 な液 2 滴 を加 え 、 しば しば振 り混 ぜ

な が ら 7 0 ℃で 1 0 分 間加 熱 した 後 、放 冷 す る とき、液 は 、暗 色 を里 しな い。

( 3 ) 多 核 方 香族 炭 化 水 素

本 品 2 5 m L を 2 5 m L の メ ス シ リンダー に と り、1 0 0 m L の 分液 漏 斗 に移 し、
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